
日本短角種産内能力検定 (問接法)成 績

(畜試 内 牛部)
1、 背景とねらい

産内能力直接検定成績が優れた種雄牛について問接検定を実施し、その層体成績が

得られたので、種雄牛交配計画のための参考に供する。

2、 技術の内容
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・波国tよ11(3増 体に要するTDN(6.30K3)及 び枝肉格1寸(A-3f岳1寸率70%)に 優れるが、

ロース芯断面積(37.9cm2)及び背部皮下脂肪厚(2.4cm)については劣る。

特にロース芯断面積t武改良目標の4 0 Cll12を下回っている。

・笹光は 1日当り照体登(1.07K3)及び背部皮下脂肪厚(1.推m)に優れるが、枝肉歩留(61.0%

)は劣る。

・
晶軽鰍ぷ提祭品発輪昴提旨'ダ最品震ぷ縫品規縦京品晨ぼk!AS帽締塁蓄苦る見2以
る。
内色が濃いも仁)、肉のしまりに欠けるものが散見された。

・苦花tよロース芯断面積(42.2けm2)及び脂肪交雑(1,0)に優れ、枝肉格村もA-8格 |す率

子黒警銘1尋|とう:|デ電1 DヽN((〕,各lKと)扱tてデ背言再皮
~下
】旨肪厚(2.4けm)は夕)る。

3、 指 導上の留意事項

1)で
督督ダ響鳥整器緑あ穐漂奮寸島品笹饉乳企寵躍揮馨蓋けF督t;橿誓緑斃警再品発算

質に臣れるが、後4通がやや劣るものがみられる。

2)交 配種地牛を選定する際とよ、近親交配をj理け、産子の近交係数が 12%を 越えない

ようにする必要:がある。

ゆ 問 接検定方法

期  間   308日 間

飼料給与 濃 厚飼十1 間
探望罷i]崩6 TDN73.0%、

DCP10,0%)
制限

粗飼料… デ うすトヨーンサイレージ (前期のみ)及 び乾革を飽食

4、 関 連試験認題名

回】―:短角種庭内能力検定 (岡接法)
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